
協中49回目の誕生日
5月1日 開校記念日を迎えました

昭和30年、４村の合併による協和村の誕生、昭和44年の協和中学校の創立を経

て、昭和50年に４校の統合により、現在に続く協和中学校が誕生しました。そして

第50期生が３年生となり、昭和99年を数える今年、地域の皆様に支えられて

本校は50年目の１年をスタートしました。人間でいえば満49歳となり、50歳

へと向かう１年となります。満50歳を迎える来年度は、学校としても記念行事

をと考えています。今後、ＰＴＡ役員の皆さんをはじめ関係者の方々と準備をし

ていく予定です。昨年度、小学校とともにコミュニティスクールとしてスタートした

本校が、今後も〝地域とともにある〟協和中学校としてさらに成熟していけますよ

う、よろしくお願いいたします。

校内陸上記録会
5月2日 県営陸上競技場（雄和）にて開催

雲一つ無い五月晴れの空に照り返る、雄和県営陸上競技場のブルータータントラックを協和中生

が独占して、陸上記録会を行いました。全員参加種目の100m走、選択種目として200m、400m、

800m、1500mで自分のベストタイムを目指して躍動しました。そして、各学年男子３名女子３名計

６人の代表選手で100m→50m→50m→50m→50m→100mとつなぐ学年対抗変則400mリレ

ーは、下級生の負けん気と上級生のプライドがせめぎ合い、応援の熱も最高潮に達し、大いに盛り上

がりました。その後行われた長縄跳びや綱引きでも白熱の接戦が繰り広げられるとともに、仲間を応

援しながらまた一致団結するまとまりも見られ、協和中生のすばらしい

一面を目の当たりにすることができました。青空の下でおいし

いお弁当をいただき、充実感のあ

る１日を過ごしました。
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第１回 協和地域学校運営協議会開催
４月30日 〝地域とともにある学校〟に

昨年度からスタートしたコミュニティ・スクールの新年度第１回の協議会を４月30日
（火）協和小学校を会場に開催しました。以下にご紹介する委員さん全員のご出席を
いただき、藤原会長の議事進行に従い委員紹介、大仙市教育委員会の澤屋ＣＳディレ
クターからの事業説明、小・中学校校長からの経営説明とその承認、昨年度の実績と
今年度の展望等についてたくさんの情報交換が行われました。
昨年度秋の熊対策へのPTAからの対応をはじめ、今年度からの朝の見守りへの地

域の500歳野球チームの方々の参加、中学校の校内陸上記録会、小学校の運動会へ
の補助役員の支援等、次々と学校との協働が始まっています。

委員の皆様、そして保護者・地域の皆様、新年度もよろしくお願いいたします。
（敬称略）

【中学校の校内陸上記録会にてリコールスターターを務める
地域コーディネーターの滝沢さん】

名前 地域・所属等 名前 地域・所属等

１ 藤原 保子 協議会委員・会長（境） ９ 鈴木 暁 協和小学校ＰＴＡ会長

２ 伊藤 和美 協議会委員（境） 10 加藤 弘栄 協和中学校ＰＴＡ会長

３ 武藤 芳和 協議会委員（淀川） 11 俵谷 憲朗 協和支所長

４ 豊嶋 一郎 協議会委員（船岡） 12 阿部 成吾 協和公民館長

５ 後藤 隆繁 協議会委員（峰吉川） 13 阿部 奈穂子 まほろばこども園園長

６ 佐川 長範 協議会委員（稲沢） 14 仙北 清栄 協和小学校校長

７ 石田 裕美子 地域コーディネーター 15 木元 真一 協和小学校教頭

８ 滝沢 清寿 地域コーディネーター 16 青池 研悟 協和中学校校長

17 田中 武晴 協和中学校教頭

前期生徒総会・ＪＲＣ再登録式
４月25日 〝そうい～新たな学校へ～〟

生徒総会では、生徒会執行部や各委員会から前期活動計画について説明がありました。それに対す

る、活発な質疑応答が行われました。中には直接普段の生活に係わる学校の約束について、見直してはど

うかという提案もありました。生徒会員一人一人が協和中のことを真剣に考えていることが伝わってきま

した。まさに〝啐啄同機〟の〝啐〟を感じた瞬間でした。それに応えるべく、学校として何ができるかを真

剣に考えていこうという思いを先生方全員が感じています。また、環境福祉委員会がＪＲＣ再登録式を実

施しました。全校で「地域に貢献し、協働できる協和中生」となる決意を新たにしました。

パープルリボン運動「誓いのカード」記入の説明もありました。１年生には執行部員が教室に出向いて説

明と進行を行いました。「いじめをしない・させない・見逃さない」の意思表示としてパープルリボン活動

を、今年度も引き続き実施していきます。活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。


